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平
成
27
年
3
月
議
会
が
3
月
6
日

か
ら
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
26
年
度
補
正
予
算
、
条
例
制
定
･

改
正
、
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た

請
願
3
件
の
う
ち
1
件
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

穂積柚太郎と柚香ちゃん
（穂積地区のキャラクター）

【　】内の数字は
全人口1万6千人で割った
町民1人当たりのお金です。

衛生費
保健・予防・ごみ処理など
6億5653万円（9.1％）
【4万1033円】

9822万円（1.4％）
8858万円（1.2％）
8364万円（1.2％）
6634万円（0.9％）
1142万円（0.2％）

使用料・手数料
諸収入
分担金・負担金
繰越金
財産収入ほか

4億2672万円（5.9％）
1億9570万円（2.7％）
5724万円（0.8％）
2645万円（0.4％）

県支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他

町税
みなさんからの税金
13億8971万円（19.2％）

繰入金
基金から
13億7210万円
（18.9％）

地方交付税
国から配分され町が
自由に使えるお金
22億円（30.3％）

国庫支出金
国の補助など
6億3191万円
（8.7％）

町債
借りるお金
6億440万円
（8.3％）

民生費
お年寄り・児童福祉・
保育所の運営など
22億1563万円（30.4％）
【13万7598円】

土木費
道路や河川の
新設維持費
9億6266万円
（13.3％）
【6万166円】

総務費
役場全体の
管理や運営費
9億7379万円
（13.4％）
【6万862円】

公債費
借金の返済
8億1762万円
（11.3％）
【5万1101円】

教育費
学校・社会教育の費用
6億8584万円（9.5％）
【4万2865円】

その他
6億1316万円（8.5％）
【3万8323円】

消防費
消防・防災の費用
3億4127万円（4.7％）
【2万1329円】



平成27年度特別会計予算

国民健康保険

営農飲雑用水事業

後期高齢者医療

箱原農業集落排水事業

介護保険

鹿島財産区

介護サービス事業

21億85万円

373万円

3億5549万円

1363万円

17億9960万円

5万円

1億506万円

カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

奨学金

峡南地区ことばの教室共同設置

簡易水道事業

峡南地区充指導主事共同設置

下水道事業

水道事業会計

53万円

72万円

173万円

2億5960万円

90万円

7億6967万円

3億2684万円

問　峡南医療センター企業団の運営負担金は、両町の協定通り計上してあるが、赤字が当初見込みより大
きい。26年度決算見込み約6億円の赤字、今年度約4億円の赤字見込みである。協定分で運営は大丈夫か。
答　今、悪い方向に進んでいるが、当初の予定通り交付税のルール分で運営してもらう。

質
疑

・新庁舎基本構想策定業務
・公共施設耐震診断設計業務
・番号制情報システム負担金
・消防第3分団詰所建設工事
・防災ラジオ購入補助

529万円
395万円
653万円
3253万円
120万円

老朽化著しい本庁舎

・鰍沢小太陽光発電設備設置
・鰍沢中体育館天井改修工事
・増穂小･中空調設備、電気設備改修工事
・医療費窓口無料化年齢拡大（18歳）
・峡南医療センター企業団運営負担金

3406万円
6925万円
1440万円
604万円
957万円

改修が急がれる鰍沢中学校体育館

・長澤･青柳排水機場ポンプ整備工事
・さくら回廊整備植栽事業
・橋梁長寿命化橋梁設計及び工事費
・青柳10号線･32号線道路設計･用地調査業務
・西之入団地周辺道路整備測量設計
・富士川公園線道路改良工事等
・町民交流広場管理棟設計業務
・町民交流広場建設工事

1436万円
1026万円
6150万円
1840万円
810万円
3150万円
600万円
6400万円 植栽が進むさくら回廊



【
税
務
課
】

問
　
固
定
資
産
税
は
3
年
に
一

度
評
価
替
え
を
す
る
が
、
昨
年

度
の
新
築
家
屋
は
何
件
か
。

答
　
住
宅
が
73
棟
、
倉
庫
が
4

棟
。
所
有
者
は
町
内
か
ら
の
転

居
が
約
半
分
、
町
外
か
ら
の
転

居
が
約
半
分
。

【
企
画
課
】

問
　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
50

万
円
の
内
容
は
。

答
　
住
み
ま
す
芸
人
の
地
域
イ

ベ
ン
ト
の
司
会
料
で
2
分
の
1

を
補
助
。
他
に
も
活
性
化
組
合

な
ど
の
先
進
地
視
察
や
山
車
巡

行
祭
り
に
補
助
し
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
報
償
の
取

り
組
み
は
。

答
　
5
万
円
以
上
が
対
象
で
3
、

5
0
0
円
相
当
の
品
物
を
年
3

回
送
っ
て
い
た
。
今
後
1
、
2

万
円
に
も
対
象
を
広
げ
町
内
の

物
産
を
カ
タ
ロ
グ
で
選
べ
る
よ

う
考
え
て
い
る
。
7
、
8
月
を

目
途
に
対
応
し
た
い
。

【
総
務
課
】

問
　
新
規
事
業
の
職
員
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
診
断
の
内
容
は
。

答
　
心
の
病
に
関
す
る
相
談
を

行
う
事
業
で
現
在
対
象
者
は
い

な
い
。
全
国
的
に
増
え
る
傾
向

な
の
で
予
防
の
意
味
で
始
め
る
。

【
防
災
課
】

問
　
第
3
分
団
詰
所
は
い
つ
完

成
か
。

答
　
工
期
は
6
カ
月
程
度
を
予

定
し
て
い
る
。
防
火
水
槽
の
整

備
も
検
討
し
て
い
る
。
国
・
県

の
補
助
金
が
確
定
し
て
か
ら
結

論
を
出
し
た
い
。

問
　
災
害
備
蓄
品
の
種
類
と
備

蓄
場
所
は
。

答
　
毛
布
50
枚
は
平
林
、
穂
積
、

五
開
地
区
の
3
カ
所
、
水
と
保

存
パ
ン
は
避
難
場
所
の
近
い
場

所
で
検
討
中
。
数
年
か
け
て
備

蓄
品
の
充
実
を
図
り
た
い
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問
　
子
ど
も
医
療
事
務
賃
金
の

業
務
内
容
は
。

答
　
子
ど
も
医
療
費
年
齢
拡
大

に
伴
う
県
内
医
療
機
関
へ
の
周

知
、
対
象
者
の
切
り
替
え
交
付

業
務
な
ど
。

問
　
乳
幼
児
・
児
童
発
達
支
援

事
業
の
内
容
は
。

答
　
心
理
の
資
格
者
が
月
1
回

程
度
相
談
業
務
を
す
る
。
ま
た
、

対
象
者
は
子
育
て
な
ど
で
悩
み

を
抱
え
た
全
て
の
方
。

【
福
祉
保
健
課
】

問
　
障
が
い
者
自
動
車
取
得
事

業
の
対
象
は
。

答
　
介
助
用
自
動
車
の
購
入
、

改
造
費
助
成
と
障
が
い
者
自
身

の
免
許
取
得
の
補
助
。

問
　
産
科
セ
ミ
・
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
の
開
設
時
期
は
。

答
　
平
成
26
年
度
に
設
備
を
整

え
た
。
4
月
か
ら
週
1
回
外
来

を
受
け
付
け
る
予
定
。

【
教
育
総
務
課
】

問
　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
は
昨

年
示
さ
れ
た
国
の
基
準
に
沿
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
新
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

第
2
子
、
第
3
子
に
対
す
る
所

得
制
限
撤
廃
に
よ
り
対
象
が
広

が
り
増
加
と
な
る
。
県
内
で
国

基
準
す
べ
て
を
適
用
す
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
。

問
　
教
科
書
改
訂
に
よ
り
な
ぜ

予
算
が
増
え
る
の
か
。

答
　
教
師
の
指
導
書
、
改
訂
さ

れ
た
も
の
に
沿
っ
た
図
書
な
ど

の
購
入
が
あ
る
。

【
峡
南
地
区
こ
と
ば
の
教
室
共

同
設
置
特
別
会
計
】

問
　
こ
と
ば
の
教
室
の
利
用
状

況
は
。

答
　
26
年
度
は
延
べ
1
1
0
人

ほ
ど
の
利
用
者
が
あ
り
、
数
カ

月
訓
練
を
受
け
る
と
大
半
は
改

善
し
て
い
る
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

問
　
国
保
会
計
運
営
補
て
ん
分

は
一
般
会
計
か
ら
の
借
り
入
れ

だ
が
、
償
還
計
画
は
。

答
　
29
年
度
よ
り
約
10
年
間
で

償
還
し
て
い
く
計
画
。

ふるさと納税特産品



【
農
林
振
興
】

問
　
農
地
集
積
協
力
事
業
交
付

金
は
。

答
　
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高

度
化
の
促
進
に
役
立
つ
農
地
貸

借
の
新
し
い
仕
組
み
。
高
齢
農

家
な
ど
の
農
地
を
借
り
、
新
規

就
農
者
な
ど
に
貸
し
付
け
る
。

農
地
を
貸
す
人
に
協
力
金
が
支

払
わ
れ
る
。

【
建
設
課
】

問
　
町
営
住
宅
解
体
工
事
と
町

営
住
宅
移
転
補
償
は
。

答
　
西
之
入
団
地
を
整
理
・
分

譲
す
る
計
画
の
第
一
期
と
し
て
、

唐
沢
川
か
ら
南
側
の
6
戸
が
対

象
。

問
　
町
民
交
流
広
場
整
備
計
画

と
は
。

答
　
河
川
敷
約
5
㌶
を
利
用
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
整
備
す
る

も
の
。
今
回
は
河
川
敷
内
の
造

成
と
、
河
川
敷
堤
防
の
西
側
に

管
理
棟
を
建
設
す
る
。

【
商
工
観
光
】

問
　
温
泉
回
数
券
7
6
0
万
円

は
。

答
　
前
年
度
同
様
に
回
数
券
2

千
枚
分
を
町
が
購
入
。
温
泉
施

設
の
利
用
促
進
の
た
め
職
員
、

町
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
販
売

す
る
。
販
売
収
入
は
3
8
0
万

円
を
見
込
む
。

問
　
さ
く
ら
回
廊
の
整
備
内
容

は
。

答
　
用
地
測
量
、
植
栽
工
事
、

用
地
購
入
費
、
物
件
補
償
費
な

ど
1
0
2
6
万
円
。

区画整備が予定されている西之入団地

原案反対　斉藤欽也
　昨年度県独自で行ってきた重度心身障が
い者の窓口無料化が廃止となり、自動償還
払いとなった。行政はまずそういうところ
にこそ手を差し伸べるべきだ。この条例を
改正するのであれば、同時に重度心身障が
い者の窓口無料化を実施すべきだ。

原案賛成　市川淳子
　18歳までの窓口無料化は子どもを持つ家
庭に期待されている。子育てに対し経済的
負担の軽減を図ることは、子育てしやすい
町に有効な政策のひとつだと思う。障がい
者の窓口無料化は別の問題で、県あるいは
町で別の形で考えるべきだ。

賛成者
小林有紀子　　深澤　公雄　　川口　正満
青　　光仁　　堀内　春美　　秋山　　勇
長澤　芳文　　鮫田　洋平　　長澤　　健
秋山　　貢　　市川　淳子　　井上　光三
神田　　智　　小林　　進

反対者
斉藤　欽也

医療費助成18歳までの拡大
賛成多数！原案可決！

原案反対　斉藤欽也
　事業計画など検討されていないまま、いきな
り提案し認めろという当局の姿勢はあまりにも
乱暴である。予算は拙速に計上すべきではない。
財政は今後ますます厳しくなり取り組むべき課
題は山積している。場当たり的な予算編成はす
べきではない。将来を見据えしっかり議論した
予算を提出すべきである。

原案賛成　秋山　貢
　今回の予算案は国交省の工事進ちょくに合わせ、
関連性がある基盤整備工事や、アクセス道路に
関する測量設計が必要になったため、工事の進
み具合に応じてやるべき事業が出てくることは
理解できる。27年度に計画されている事業を実
行することが、町民の福祉増進と町の発展につ
ながる。

賛成者
小林有紀子　　深澤　公雄　　青　　光仁
秋山　　勇　　長澤　芳文　　鮫田　洋平
長澤　　健　　秋山　　貢　　市川　淳子
井上　光三　　神田　　智　　小林　　進

反対者
川口　正満　　堀内　春美　　斉藤　欽也

平成27年度一般会計予算
賛成多数！原案可決！



総合戦略策定業務委託料
子育て世帯応援券給付事業費
プレミアム付き商品券ＰＲ事業
ふるさと名物商品ＰＲ事業
観光施設等サイン多言語化事業
学校給食費助成事業
天神中條20号線事業費

739万円
797万円
3148万円
363万円
646万円
1850万円

△1960万円

一般会計　主な補正予算

楽しい給食風景

問
　
北
新
町
1
号
線
交
差
点
改

良
工
事
の
内
容
は
。

答
　
県
内
初
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
方
式
（
交
差
点
内
一
方
通

行
で
時
計
回
り
通
行
）
で
整
備

す
る
。

問
　
学
校
給
食
費
助
成
事
業
の

財
源
は
地
方
創
生
交
付
金
だ
が
、

来
年
度
以
降
は
。

答
　
地
方
創
生
交
付
金
が
適
用

に
な
ら
な
い
場
合
は
、
単
独
事

業
で
行
っ
て
い
く
。

問
　
観
光
施
設
等
サ
イ
ン
多
言

語
化
事
業
の
内
容
は
。

答
　
観
光
看
板
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
多
言
語
化
を
行
う
。

問
　
子
育
て
世
帯
応
援
券
の
内

容
は
。

答
　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
1
人

に
対
し
3
千
円
の
商
品
券
を
配
布
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
使
用
期
限
と
利
用
店
は
。

答
　
使
用
期
限
は
7
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
、
利
用
店
は

商
工
会
と
検
討
中
。

●
特
定
教
育
・
保
育
事
業
施
設

　
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

　
の
利
用
者
負
担
額
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
負
担
額
を
定
め
る
必

要
性
か
ら
条
例
を
制
定
。

●
富
士
川
町
子
ど
も
医
療
費
助

　
成
金
支
給
条
例
の
改
正

　
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
引
上

げ
の
た
め
の
改
正
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
精
神
的
・

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
改
正
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改

　
正

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め

の
改
正
。

●
社
会
体
育
施
設
条
例
の
改
正

　
西
小
廃
校
に
伴
う
改
正
。

●
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
保

険
料
率
の
改
正
。

▼
採
択

●
増
穂
商
業
高
等
学
校
の
存
続

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　
関
す
る
請
願

﹇
内
容
﹈
県
立
の
商
業
専
門
校

と
し
て
存
続
さ
せ
る
よ
う
、
県

の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出

▼
不
採
択

●
地
方
自
治
の
堅
持
を
日
本
政

　
府
に
求
め
る
意
見
書
提
出
に

　
関
す
る
請
願

﹇
内
容
﹈
沖
縄
県
知
事
と
首
相

お
よ
び
関
係
大
臣
と
の
早
期
面

談
の
実
現
と
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
誘
導
す
る
た
め
の
沖
縄

振
興
予
算
案
の
削
減
を
白
紙
に

戻
す
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
意

見
書
を
提
出

﹇
不
採
択
の
理
由
﹈
沖
縄
の
問

題
は
、
本
議
会
が
関
与
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
沖
縄

県
振
興
予
算
の
減
額
は
、
基
地

問
題
に
よ
る
影
響
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

▼
継
続
審
査

●
町
道
天
神
中
條
20
号
線
建
設

　
中
止
の
請
願

﹇
内
容
﹈
当
該
道
路
の
建
設
中

止
を
強
く
要
請
す
る
請
願

●
人
権
擁
護
委
員

▼
新
任
　
石
坂
　
正
継（
最
勝
寺
）

●
教
育
長

▼
新
任
　
川
手
　
貞
良（
小
林
）

補
正
質
疑

主
な
条
例
制
定

請
　
願

人
　
事
（
敬
称
略
）

主
な
条
例
改
正



議会広報モニター募集
　町議会では、町内在住の20歳以上の方（町

職員・町議会議員とその家族を除く）で、

議会だよりの批評や提言、情報の提供をし

ていただけるモニターを募集します。

募集人員　8人

任　　期　1年間

募集期間　平成27年5月20日まで

お問い合わせ・応募先
議会事務局　0556（22）7211

23日

28日

10日

18日

20日

23日

18日

1月

2月

3月

議会運営委員会

全員協議会

議会改革特別委員会

リニア対策特別委員会

議会運営委員会

リニア対策特別委員会、全員協議会

増穂商業高等学校存続を考える特別委員会

リニア対策特別委員会

議会運営委員会

全員協議会

公共施設再配置等調査研究特別委員会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

笛吹市内の視察

町内各所および笛吹市内の現地視察を行いました。
また、住民の声を集約しJR東海に23項目の質問をし、回答を得ました。

問　工事中の生活道路や社会生活への影響は。
答　騒音や振動は大気質も含め、環境基準・抑制限度が基準値以下になると予測してい
る。工事にあたっては交通誘導員による誘導や、法定速度厳守、環境負荷低減など、工

事従事者への講習・指導・定期的な車両の点検整備などを行っていく。

問　日照権など住民生活に与える影響が大きいが対応は。
答　国の指針に基づき補償する。
※特別委員会では、今後も住民の不安を解消するため、JR東海に対して問題解決に向
　けた要請を行います。同時に、町へも住民の声を十分に尊重するよう要請します。

その他の質問
1、渓谷、沢に土砂を利用して

　保守基地を造る影響

2、走行技術とJR東海の補償能力

3、天災地変の災害対策と補償

4、電磁波の人体に与える影響

5、日照権の補償　　　　など



問
　
中
部
、
五
開
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
施
設
と
し
て
、
塩
の
華
、

か
じ
か
の
湯
、
つ
く
た
べ
か
ん

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理

者
の
経
営
だ
が
、
町
営
施
設
で

あ
り
、
有
効
活
用
し
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
各

施
設
の
連
携
に
よ
る
観
光
客
の

誘
導
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

商
工
観
光
課
長
　
塩
の
華
を
核

施
設
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
誘
導
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
果
た
す
連
携
を
図

っ
て
い
る
。

問
　
現
状
で
は
観
光
施
設
と
し

て
連
携
は
不
足
し
て
い
る
。
富

士
川
町
観
光
振
興
計
画
に
基
づ
く
、

こ
れ
か
ら
の
3
施
設
の
取
り
組

み
は
。

商
工
観
光
課
長
　
一
体
的
な
戦

略
を
図
り
、
情
報
発
信
、
イ
ベ

ン
ト
、
観
光
周
遊
ツ
ア
ー
の
開

発
な
ど
の
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
地
域
施
設
と
し
て
、
地
域

か
ら
の
雇
用
も
必
要
だ
が
、
地

域
か
ら
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
が

中
途
で
辞
め
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
指
定
管
理
者

と
の
基
本
協
定
書
に
は
、
従
業

員
の
雇
用
の
条
項
は
な
い
が
、

地
域
の
人
材
や
資
源
の
活
用
と

い
う
観
点
か
ら
、
地
元
か
ら
の

雇
用
を
要
請
し
て
い
る
。

問
　
実
際
に
中
途
で
辞
め
て
し

ま
う
原
因
に
、
賃
金
の
問
題
、

従
業
員
と
経
営
陣
と
の
考
え
方

の
格
差
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
分
析
は
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
分
析
は
し
て

い
な
い
。
指
定
管
理
者
に
お
い

て
今
後
、
現
場
で
働
く
人
の
声

を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
働
き
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
よ
う
要
請

し
て
い
く
。

問
　
町
営
バ
ス
を
デ
マ
ン
ド
交

通
に
切
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り
、

休
日
の
観
光
客
の
足
が
確
保
で

き
て
い
な
い
。
交
通
網
改
善
の

考
え
は
。

町
民
生
活
課
長
　
平
林
・
穂
積
・

五
開
の
三
筋
の
観
光
振
興
に
は
、

観
光
客
用
の
交
通
手
段
が
必
要
だ
。

現
在
休
日
の
観
光
客
用
の
路
線

バ
ス
が
な
い
の
で
、
身
延
線
の

駅
か
ら
三
筋
に
つ
な
げ
る
交
通

網
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
そ
の
ル
ー
ト
と
運
行
時
期
は
。

町
民
生
活
課
長
　
朝
・
昼
・
晩

に
三
筋
に
向
け
た
往
復
す
る
運

行
を
検
討
し
て
い
る
、
時
期
は

夏
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
使
い
づ

ら
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
改
善

す
る
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長
　
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
見
直
し
を
行
な
い
、

運
行
形
態
の
改
善
を
し
て
い
く
。

五
開
筋
観
光
の
核
施
設
と
な
る

交
流
セ
ン
タ
ー
塩
の
華

深
澤
公
雄
議
員

五開筋観光施設連携の
取り組みは

塩の華を核施設とし
連携を図る

土
日
・
祝
祭
日
の

交
通
網
の
再
編
は



問
　
リ
ニ
ア
は
自
然
環
境
を
破

壊
し
、
高
架
橋
で
水
源
や
住
民

生
活
に
影
響
が
大
き
い
。
プ
ラ

ス
と
な
る
点
を
問
う
。

企
画
課
長
　
人
の
輸
送
能
力
や

経
済
効
果
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

山
梨
駅
に
よ
る
町
へ
の
効
果
も

あ
る
。
観
光
振
興
や
固
定
資
産

税
が
増
収
で
き
る
。

問
　
沿
線
住
民
は
暮
ら
し
や
健

康
を
壊
さ
れ
る
と
し
て
「
あ
ん

な
も
の
乗
ら
ん
、
要
ら
ん
」
と

い
う
声
も
多
い
。
転
居
や
日
陰

に
よ
り
苦
痛
を
強
い
ら
れ
る
。

住
民
が
地
域
か
ら
離
れ
、
地
域

力
の
低
下
も
あ
り
得
る
。
マ
イ

ナ
ス
面
を
伺
う
。

企
画
課
長
　
移
転
せ
ざ
る
を
得

な
い
方
々
の
生
活
環
境
が
変
化
し
、

長
期
工
事
、
騒
音
問
題
な
ど
影

響
を
受
け
る
と
認
識
し
て
い
る
。

住
民
に
影
響
が
少
な
い
よ
う
県

を
通
じ
な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

問
　
砂
礫
層
で
伏
流
水
が
あ
る

扇
状
地
に
、
何
棟
も
の
高
架
橋

は
生
活
・
農
業
用
水
、
水
質
悪
化
、

水
量
減
に
影
響
す
る
。
地
下
水

調
査
に
協
力
す
る
か
。

企
画
課
長
　
町
営
水
道
施
設
の

情
報
を
Ｊ
Ｒ
東
海
に
提
供
し
た
。

問
　
水
資
源
に
影
響
が
あ
り
、

復
旧
・
復
元
作
業
す
る
場
合
の

補
償
要
求
は
。

町
長
　
水
源
、
水
質
な
ど
影
響

が
あ
れ
ば
、
事
業
者
が
復
旧
す

る
責
任
を
負
う
。

問
　
8
階
建
て
く
ら
い
の
高
架

橋
が
町
を
分
断
し
、
日
陰
は
生

活
と
健
康
や
農
作
業
に
被
害
と

な
る
。
「
日
射
し
は
財
産
」
で

あ
り
、
生
存
権
や
基
本
的
人
権

を
侵
す
。
住
民
に
代
わ
り
町
の

対
応
は
。

企
画
課
長
　
事
業
者
が
責
任
あ

る
真
摯
な
対
応
を
さ
れ
る
よ
う

要
請
す
る
。

問
　
住
民
の
苦
悩
は
補
償
条
件

を
め
ぐ
る
交
渉
ご
と
で
は
な
い
。

家
族
と
健
康
を
守
り
、
近
所
と

と
も
に
平
穏
に
暮
ら
し
た
い
子
々

孫
々
の
将
来
の
生
活
に
関
わ
る

死
活
の
問
題
だ
。
住
民
が
求
め

て
い
る
説
明
会
を
再
度
開
く
よ

う
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
要
望
に
つ
い
て
伝

え
る
。
町
は
住
民
に
寄
り
添
い
、

不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ｒ

東
海
や
県
に
強
い
姿
勢
で
交
渉

す
る
。

問
　
「
山
脈
の
水
瓶
（
み
ず
が
め
）

に
大
穴
を
あ
け
る
」
と
土
砂
災
害
、

水
枯
れ
の
影
響
も
あ
る
。
周
辺

は
分
水
嶺
、
軟
弱
地
盤
で
あ
り
、

山
崩
れ
が
懸
念
さ
れ
、
地
震
、

豪
雨
の
脅
威
に
対
し
危
険
性
が

あ
る
。
多
量
の
土
砂
を
掘
削
・

搬
出
・
埋
立
て
・
自
然
環
境
や

生
活
に
影
響
が
あ
る
場
合
、
車

両
通
行
を
規
制
す
る
方
策
は
。

企
画
課
長
　
発
生
す
る
問
題
は

事
業
者
が
解
決
す
る
べ
き
で
、

住
民
生
活
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、

改
善
す
る
よ
う
求
め
る
。

﹇
他
の
質
問
事
項
﹈

・
組
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

　
へ
の
対
応

川
口
正
満
議
員

リニア影響への対応は

県と協議し最小限にしたい県と協議し最小限にしたい

リニア高架橋

水
脈
・
日
陰
へ
の

影
響
は

巨
大
ト
ン
ネ
ル
の

影
響
は

国の公共補償基準（実験線の補償）
・橋脚から50m内は補償
・50m外でも日陰が1日5時間以上の場合は補償
・日影が4時間は補償されない
・支払いは工事完成後
・補償は30年で、その後は自己負担

沿線住民にとって厳しい条件



長
沢
け
ん
議
員

問
　
人
事
評
価
制
度
の
活
用
は
。

総
務
課
長
　
評
価
の
内
容
を
踏

ま
え
、
従
来
の
年
功
序
列
体
制

か
ら
脱
却
し
、効
率
的
な
組
織
の

体
制
、職
員
の
能
力
開
発
な
ど
の

人
材
育
成
に
活
用
し
て
い
く
。

問
　
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
職
員
の

育
成
の
考
え
は
。

町
長
　
専
門
職
で
あ
る
福
祉
、

税
、
建
築
・
建
設
関
係
の
育
成

を
考
え
て
い
る
。

問
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
考
え
は
。

町
長
　
土
木
、
建
築
業
者
に
は

指
名
停
止
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ

る
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は

な
い
。
国
、
県
と
協
議
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
職
員
を
民
間
企
業
に
派
遣

し
た
効
果
と
今
後
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
　
建
設
事
業
者
に
派

遣
し
た
が
、
現
場
に
携
わ
る
こ

と
で
、
復
帰
後
の
現
場
管
理
指

導
に
大
い
に
生
か
せ
た
。
今
後

も
、
民
間
企
業
へ
の
派
遣
、
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
へ
の
研

修
に
も
派
遣
し
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

問
　
利
益
を
出
す
行
政
、
稼
ぐ

行
政
の
考
え
は
。

企
画
課
長
　
行
政
は
住
民
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
最
大
の
責
務
な
の
で
、
営

利
を
目
的
と
し
た
事
業
は
、
指

定
管
理
に
出
し
て
民
間
活
力
を

導
入
し
て
き
た
。
今
後
も
、
町

と
民
間
の
共
生
に
よ
り
、
経
済

効
果
が
出
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問
　
富
士
川
町
の
水
を
販
売
す

る
考
え
は
。

町
長
　
民
間
企
業
で
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
製
造
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
景
観
が
一
望
で
き
る
よ
う
、

林
道
沿
い
の
伐
採
が
で
き
る
か
。

町
長
　
県
有
林
の
伐
採
は
可
能

だ
と
思
う
。
県
に
お
願
い
し
、

ス
ポ
ッ
ト
的
な
観
光
地
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
富
士
川
町
の
施
設
に
立
ち

寄
ら
せ
る
手
法
は
。

町
長
　
観
光
客
・
カ
メ
ラ
マ
ン

に
、
富
士
川
町
で
撮
っ
た
写
真

を
飾
り
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
し
て
集
客
を
考
え
る
。

問
　
以
前
、
富
士
川
町
独
自
の

雪
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

と
答
弁
を
し
た
が
、
現
在
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

防
災
課
長
　
昨
年
の
大
雪
に
つ

い
て
十
分
な
総
括
と
検
証
を
行

い
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
は
じ
め
、
各
種
防
災
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
26
年
度

中
を
目
途
に
作
成
し
、
今
後
、

町
広
報
や
各
区
を
通
じ
、
町
民

に
内
容
の
詳
細
を
周
知
し
た
い
。

問
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
は
。

防
災
課
長
　
町
が
対
応
す
る
部

分
、
地
域
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
部
分
、
個
人
、
各
世
帯
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
部
分
を
明
確

に
し
た
。

大型公共事業の管理強化は

一級建築士を嘱託職員として採用一級建築士を嘱託職員として採用

町
独
自
の
雪
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
は

櫛形山の中腹
からの富士山

林道脇の湧水

地元の資源の有効活用を



問
　
在
宅
医
療
、
介
護
の
連
携

を
図
る
に
は
、
地
域
の
医
師
会

と
の
連
携
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

地
域
の
医
師
会
と
の
連
携
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
医
療
と
介
護

の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
二
次
医
療
圏
で
あ

る
峡
南
地
域
の
中
で
、
多
職
種

連
携
会
議
や
認
知
症
対
策
の
体

制
づ
く
り
に
、
医
師
会
の
協
力

を
得
て
き
た
。
今
後
も
、
保
健

所
や
峡
南
各
町
が
協
力
し
、
峡

南
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
患
者
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
進
め
、

医
師
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
て
い
く
。

問
　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

進
す
る
に
は
、
多
職
種
の
連
携

が
必
要
に
な
る
。
そ
の
人
材
育

成
や
確
保
策
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
が
重

要
で
、
保
健
師
・
主
任
介
護
専

門
員
・
社
会
福
祉
士
の
3
職
種

を
設
置
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

27
年
度
か
ら
は
、
在
宅
医
療
、

介
護
連
携
の
推
進
や
認
知
症
施

策
の
推
進
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
整
備
な
ど
も

加
わ
る
。
職
員
の
配
置
転
換
を

見
越
し
た
中
で
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
な
ど
の
資
格
が
順
次

取
得
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
　
認
知
症
患
者
の
支
援
の
考

え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
本
町
の
認
知

症
の
方
は
、
26
年
4
月
現
在

6
5
0
人
、
高
齢
者
に
対
す
る

認
知
症
高
齢
者
の
割
合
は
13
・

2
％
で
、
県
の
10
・
6
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
認
知
症

の
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
認
知

症
の
方
や
家
族
に
初
期
の
支
援
、

自
立
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

認
知
症
初
期
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
を
推
進
し
て
い
る
。
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
は
27
年
度
中

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

問
　
多
職
種
が
協
働
し
て
居
宅

支
援
を
進
め
る
町
の
体
制
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
の

設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
体
制
整

備
を
す
る
こ
と
で
、
最
適
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
支

援
で
き
る
。
今
後
は
N
P
O
や

民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
協
力
の
も
と
、
関
係
者
と

情
報
を
共
有
し
、
連
携
・
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
を
検
討
し
、

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

秋
山
　
勇
議
員

地域包括ケアシステムの整備は

平成30年4月までに整備平成30年4月までに整備

※峡南在宅医療センター資料から

峡南在宅ドクターネットの仕組み



斉
藤
欽
也
議
員

問
　
5
0
0
人
の
署
名
を
添
え
、

天
神
中
條
20
号
線
建
設
中
止
を

求
め
る
請
願
が
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
町
長
は
昨
年
12
月
議
会

で
1
月
に
住
民
説
明
会
を
行
い
、

そ
の
様
子
で
判
断
す
る
と
答
弁

し
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
町
は
必
要
な
道
路

と
考
え
て
い
る
が
、
住
民
の
意

見
集
約
が
で
き
て
い
な
い
の
で

予
算
を
減
額
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
　
事
業
凍
結
と
い
う
こ
と
か
。

建
設
課
長
　
少
し
時
間
を
お
い

て
、
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
理
解
を
求
め
る
と
の
こ
と

だ
が
、
住
民
は
そ
も
そ
も
「
こ

の
道
は
必
要
な
い
。
逆
に
住
環

境
、
交
通
安
全
上
問
題
が
あ
る
。

こ
の
現
状
を
変
え
る
必
要
は
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
。
「
地
権

者
か
ら
合
意
を
も
ら
っ
て
い
る
。

町
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
だ

か
ら
進
め
ま
す
」
と
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
。

町
長
　
一
部
の
反
対
で
止
ま
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
町
の
将
来
は

な
い
。
合
意
形
成
に
問
題
が
あ

れ
ば
今
後
気
を
つ
け
る
。

問
　
一
部
の
反
対
と
い
う
が
、

多
く
の
署
名
を
添
え
た
請
願
が

出
さ
れ
た
。
そ
こ
が
一
番
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
行
政
は
大
多

数
の
人
の
た
め
に
事
業
を
展
開

す
る
。
今
回
は
逆
で
あ
る
。

町
長
　
町
だ
け
で
物
事
を
決
め

る
わ
け
で
は
な
い
。
執
行
部
は

必
要
な
道
路
と
い
っ
て
い
る
が
、

議
会
が
不
必
要
な
道
路
と
考
え

る
な
ら
、
否
決
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

問
　
一
昨
年
、
保
育
所
の
駐
車

場
の
確
保
と
国
道
か
ら
の
進
入

路
を
造
る
た
め
用
地
取
得
を
行

っ
た
。
26
年
3
月
に
道
路
と
し

て
利
用
す
る
た
め
の
予
算
も
計

上
し
た
が
、
今
回
削
減
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

会
計
管
理
者
　
青
柳
10
号
線
の

代
替
地
と
し
て
取
得
し
た
が
、

保
育
所
駐
車
場
へ
の
仮
進
入
路

と
し
て
利
用
す
る
た
め
26
年
3

月
に
工
事
予
算
を
計
上
し
た
。

し
か
し
、
国
交
省
と
の
協
議
に

日
数
を
費
や
し
て
い
る
間
に
、

地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ
た
の

で
計
画
を
見
直
し
た
。
本
来
そ

の
と
き
議
会
に
説
明
す
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
怠
っ
て
し
ま
い
お

詫
び
す
る
。

問
　
な
ぜ
謝
罪
す
る
の
か
。

会
計
管
理
者
　
同
じ
よ
う
な
用

途
の
も
の
を
2
つ
も
造
る
必
要

が
な
い
と
、
こ
ち
ら
が
判
断
し

予
算
を
取
り
下
げ
た
と
き
、
説

明
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。

問
　
計
画
は
以
前
か
ら
3
ル
ー

ト
あ
っ
た
。
そ
の
1
つ
の
用
地

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
財
政
難

の
折
、
新
た
に
用
地
取
得
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

町
長
　
直
線
道
路
に
し
、
十
字

路
の
交
差
点
に
し
た
い
。

住民反対の生活道路は必要か

必要な道、理解を求めていく必要な道、理解を求めていく

第
4
保
育
所
（
青
柳
）
周
辺

の
生
活
道
路
計
画
は

この町有地を使えば生活道路になる



原宿のスシニンジャトイレ

長
澤
芳
文
議
員

「フジマナビクス」で地方創生を

町民のためにがんばりたい町民のためにがんばりたい

温
泉
施
設
で

平
林
の
活
性
化
を

P
A
へ
地
元
Ｐ
Ｒ
の

ト
イ
レ
整
備
を

町
東
部
に

生
鮮
市
場
誘
致
を

問
　
富
士
川
町
の
フ
ジ
・
町
長

の
マ
ナ
ブ
・
大
き
な
ビ
ッ
ク
・

ス
マ
イ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
ス
ピ

ー
ド
の
Ｓ
を
取
っ
て
、
町
民
が

町
に
求
め
る
気
持
ち
を
「
フ
ジ

マ
ナ
ビ
ク
ス
」
の
七
文
字
で
ア

ピ
ー
ル
し
、
地
方
創
生
に
頑
張

っ
て
欲
し
い
が
。

町
長
　
「
フ
ジ
マ
ナ
ビ
ク
ス
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
の

で
医
療
、
福
祉
、
教
育
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
し
た
底
辺
を
つ

く
り
、
町
民
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
平
林
に
「
黄
金
の
富
士
」

を
眺
望
で
き
る
、
民
間
活
力
を

利
用
し
た
温
泉
施
設
を
造
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
観
光
客
誘
致
を
図

る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
す
る
。
民
間
事
業

者
に
よ
る
温
泉
掘
削
の
計
画
が

示
さ
れ
た
際
に
は
、
地
域
の
意

見
を
踏
ま
え
た
上
で
協
力
し
て

い
き
た
い
。

問
　
そ
こ
に
高
齢
者
と
子
ど
も

達
が
遊
べ
る
カ
ジ
ノ
を
併
設
し

た
い
と
思
う
が
。

企
画
課
長
　
そ
れ
に
遊
技
場
が

設
け
ら
れ
る
の
な
ら
、
地
域
は

も
と
よ
り
、
県
や
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
や
議
会
と
も
協
議
し

対
応
し
た
い
。

問
　
道
の
駅
近
く
に
上
り
線
の

P
A
が
造
ら
れ
る
と
聞
く
。
柚

子
の
香
り
が
漂
う
ト
イ
レ
を
造

っ
て
欲
し
い
が
。

町
長
　
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
中
日
本
高
速
道
路

㈱
に
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き

た
い
。

問
　
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル
近
辺
に
、

民
間
資
本
に
よ
る
卸
売
市
場
を

誘
致
で
き
な
い
か
。

町
長
　
中
部
横
断
自
動
車
道
を

推
進
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
「
君
は
太
平
洋
を
見
た
か
、

僕
は
日
本
海
を
見
た
い
」
の
よ

う
に
、
海
な
し
県
の
山
梨
で
、

日
本
海
と
太
平
洋
を
つ
な
ぐ
道

路
の
開
通
の
暁
に
、
日
本
海
に

あ
る
市
場
な
ど
が
進
出
し
て
き

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
る
。
卸
売
市
場
は
規
模
が
大

き
す
ぎ
る
が
、
青
柳
宿
を
中
心

と
し
た
賑
わ
い
の
町
づ
く
り
の

中
に
、
新
鮮
な
魚
介
が
食
べ
れ

た
り
買
え
る
よ
う
な
も
の
は
検

討
中
で
あ
る
。



青
　
光
仁
議
員

問
　
平
林
、
穂
積
、
五
開
地
区

の
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
情
報

発
信
や
公
共
交
通
の
整
備
計
画

を
伺
う
。

企
画
課
長
　
各
種
の
情
報
発
信

に
よ
り
P
R
に
努
め
て
い
る
。

身
延
線
か
ら
三
筋
へ
の
土
日
・

祝
祭
日
に
お
け
る
公
共
交
通
の

整
備
も
検
討
し
て
い
る
。

問
　
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、

「
道
の
駅
富
士
川
」
で
も
町
内

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
少
な
く
町

外
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

る
。
今
後
の
計
画
は
。

商
工
観
光
課
長
　
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
置
き
は
町
の
も
の
な
の
で
、

町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
優

先
的
に
置
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
観
光
資
源
と
し
て
あ
じ
さ

い
祭
り
や
大
柳
川
も
み
じ
祭
り
、

ゆ
ず
の
里
ま
つ
り
な
ど
各
地
域

の
祭
り
の
支
援
策
は
。

商
工
観
光
課
長
　
地
域
の
主
体

的
な
取
り
組
み
を
、で
き
る
限
り

支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
観
光
交
流
拠
点
の
青
柳
宿

活
性
館
が
、
3
月
末
に
商
工
会

よ
り
返
還
さ
れ
る
が
、
今
後
の

運
営
計
画
は
。

商
工
観
光
課
長
　
返
還
に
伴
い

青
柳
宿
活
性
化
検
討
委
員
会
の

提
言
を
踏
ま
え
る
中
で
、
耐
震

的
に
非
常
に
危
険
な
施
設
の
た

め
当
面
閉
鎖
し
、
賑
わ
い
の
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
的
に
検
討
す

る
。

問
　
12
月
に
承
認
さ
れ
た
補
正

予
算
6
0
0
万
円
の
リ
ニ
ア
側

道
予
備
設
計
業
務
は
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
。

建
設
課
長
　
現
在
、
周
辺
道
路

の
利
用
状
況
や
交
通
量
等
な
ど

考
慮
し
、
側
道
建
設
の
問
題
点

の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
補
正
予
算
額
6
0
0
万
円

の
支
出
状
況
を
再
度
伺
う
。

建
設
課
長
　
請
負
業
者
と
担
当

で
、
事
業
認
可
の
資
料
作
成
等

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

町
長
　
1
月
9
日
に
入
札
執
行

し
た
の
で
金
銭
は
動
い
て
い
な

い
が
、
事
業
は
進
行
し
て
い
る
。

問
　
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

分
断
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
支
援

を
検
討
し
て
い
る
か
。

企
画
課
長
　
代
替
地
登
録
制
度

を
活
用
し
た
土
地
の
あ
っ
せ
ん

を
行
な
い
、
住
民
の
不
安
解
消

に
努
め
る
。

問
　
町
も
議
会
も
町
民
に
寄
り

添
っ
て
支
え
て
い
く
の
だ
が
、

町
長
に
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
住
民
の
意
見
や
気
持
ち
を

聞
き
取
り
、
事
業
に
反
映
し
て

ほ
し
い
。
そ
こ
で
、
地
元
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
近
所
が
ま
と
ま
っ

て
転
居
で
き
る
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
農
振
の
除
外
、
転
用
の

許
可
や
定
住
奨
励
金
の
補
助
な

ど
、
当
町
に
住
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
努
力
す
る
。

観光客へ公共交通を

検討している検討している

リ
ニ
ア
関
連
事
業
は

青
柳
宿
活
性
館
の

活
用
は

閉鎖された青柳宿活性館



市
川
淳
子
議
員

防災ラジオ購入に補助金を

本体の補助金は考えていない本体の補助金は考えていない

防
災
ラ
ジ
オ
文
字
表
示
機

補
助
の
具
体
的
内
容
は

問
　
難
聴
地
域
に
は
防
災
ラ
ジ

オ
は
欠
か
せ
な
い
。
町
は
防
災

ラ
ジ
オ
購
入
に
補
助
金
を
出
し
、

積
極
的
に
普
及
に
努
め
る
べ
き
だ
。

防
災
課
長
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
導

入
は
、
町
が
送
信
局
・
配
信
局

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施

し
た
。
既
存
の
防
災
行
政
無
線

の
聞
き
取
り
に
く
い
世
帯
は
一

様
で
な
い
。
各
家
庭
に
設
置
す

る
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
個
人
の
所

有
物
と
し
て
購
入
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
　
町
は
防
災
ラ
ジ
オ
の
送
信

局
設
置
工
事
を
7
千
3
百
万
円

か
け
て
行
っ
て
い
る
。
町
長
は
常
々

「
行
政
が
考
え
る
こ
と
」
「
行

政
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
」
「
地
域
が
考
え
る

こ
と
」
が
あ
る
と
言
う
。
今
回

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
取
り
組
み
は
、

行
政
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て

普
及
活
動
を
行
い
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
防
災
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、

住
民
へ
の
防
災
意
識
高
揚
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
力

と
創
造
と
い
う
言
葉
を
付
け
た

地
域
力
創
造
交
付
金
は
、
区
に

使
い
道
を
お
任
せ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の

災
害
対
策
費
に
、
1
2
0
万
円

の
防
災
ラ
ジ
オ
文
字
表
示
機
補

助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
な
補
助
内
容
は
。

町
長
　
聴
覚
障
が
い
者
で
身
体

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
に
は
3
分
の
2
、
手
帳
は
な

い
が
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
、

高
齢
者
で
耳
が
聞
こ
え
な
い
と
か
、

一
時
的
に
聞
こ
え
な
い
人
に
は

2
分
の
1
の
補
助
制
度
を
設
け
た
。

問
　
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

な
い
人
が
申
請
し
た
い
場
合
、

診
断
書
な
ど
の
証
明
が
必
要
か
。

町
長
　
特
に
必
要
は
な
い
。
本

人
の
申
し
出
に
よ
り
2
分
の
1

は
町
が
補
助
を
す
る
。

問
　
今
回
の
第
1
回
防
災
ラ
ジ

オ
申
し
込
み
台
数
は
。

防
災
課
長
　
組
回
覧
や
区
長
会

な
ど
の
販
売
促
進
協
力
の
結
果
、

約
1
か
月
の
期
間
で
4
1
7
台
、

付
属
の
文
字
表
示
機
は
22
台
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

問
　
町
は
目
標
を
し
っ
か
り
持

っ
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を

目
指
す
べ
き
だ
。

防
災
課
長
　
27
年
度
か
ら
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。
実
際
に
防
災
ラ
ジ

オ
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り

確
実
に
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
が

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
た

に
購
入
希
望
者
も
増
え
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
利
便
性

を
し
っ
か
り
P
R
し
て
い
き
た
い
。

文字表示機付防災ラジオ



堀
内
春
美
議
員

問
　
今
年
の
1
月
に
、
消
防
団

出
初
式
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

団
員
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
ご
苦

労
と
重
責
を
痛
感
し
、
私
た
ち

住
民
が
消
防
団
に
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
員
が
抱
え
て
い
る
悩
み
、

年
々
団
員
不
足
が
生
じ
て
い
る

よ
う
で
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

消
防
活
動
を
し
て
い
る
大
変
さ

も
分
か
っ
た
。

 
火
災
発
生
時
の
一
番
重
要
な

こ
と
は
初
期
消
火
で
、
そ
れ
に

は
家
庭
に
い
る
女
性
の
役
割
が

非
常
に
大
き
い
。
自
分
の
生
命
・

財
産
は
、
ま
ず
自
か
ら
守
る
観

点
か
ら
、
女
性
消
防
班
み
た
い

な
も
の
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ

た
地
域
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
課
長
　
女
性
消
防
班
に
つ

い
て
は
、
　
下
、
最
勝
寺
、
鹿
島
、

十
谷
、
長
知
沢
の
計
5
隊
の
婦

人
消
防
隊
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
最
勝
寺
地
区
の
西
之

入
婦
人
消
防
隊
が
存
続
し
て
い

る
の
み
で
、
ほ
か
の
4
隊
は
高

齢
化
や
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
い
解
散
し
て
い
る
。

 
西
之
入
婦
人
消
防
隊
は
、
毎
年
、

定
期
的
に
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ

の
点
検
、
消
火
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
み
新

隊
員
の
確
保
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
現
状
で
は
、
女
性
消
防

班
を
組
織
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
高
齢
化
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
事
実
だ
が
、
女
性
の
ほ
う

が
男
性
よ
り
も
長
生
き
し
、
女

性
の
50
代
、
60
代
は
本
当
に
元

気
で
あ
る
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
生

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
消
防
組
織

に
女
性
登
用
と
い
う
の
が
大
事

な
こ
と
に
な
る
。
女
性
な
ら
で

は
の
き
め
細
か
な
提
案
も
で
き

る
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
、
女
性
も
消
防
に
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
だ
。
女
性
消
防
班
を

育
成
す
る
考
え
は
。

防
災
課
長
　
現
状
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
毎
年
各
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練
等
で
、

女
性
を
対
象
と
し
た
消
火
訓
練

等
を
継
続
し
て
行
い
た
い
。

問
　
防
災
組
織
に
女
性
が
入
り
、

防
災
訓
練
等
に
参
加
で
き
な
い

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
で
、
孤
独
死
も
防

げ
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
率

先
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ
が
。

町
長
　
女
性
の
消
防
団
は
、
非

常
に
歓
迎
し
た
い
。
町
も
各
区

長
に
も
お
願
い
し
て
い
る
が
、

ぜ
ひ
女
性
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

防災組織に女性登用を

女性の消防団員を歓迎したい女性の消防団員を歓迎したい

放水体験をする女性たち



問
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
創
生
す

る
た
め
、
本
町
の
地
方
創
生
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

町
長
　
「
富
士
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、
医
療
・
子
育
て
、

教
育
環
境
の
整
備
、
定
住
促
進

や
起
業
支
援
な
ど
の
一
層
の
充

実
を
図
り
、
さ
ら
に
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
　
本
年
度
中
に
独
自
の
政
策

と
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
が
、

本
町
の
未
来
を
大
き
く
左
右
す

る
重
大
な
柱
と
な
る
た
め
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い

戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長
　
商
工
会
、
J
A
、
産
業
界
、

官
庁
、
大
学
、
金
融
機
関
、
労

働
界
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
方
々

で
構
成
す
る
有
識
者
会
議
を
設

置
し
て
策
定
す
る
。

問
　
国
の
「
地
方
創
生
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
制
度
」
の
活
用
を
考

え
て
い
る
か
。

町
長
　
国
は
人
材
支
援
と
し
て
、

国
家
公
務
員
や
大
学
教
授
等
を

必
要
と
す
る
市
町
村
に
派
遣
す

る
が
、
こ
れ
に
は
応
募
し
て
い

な
い
。
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
活
用
し
た
い
。

問
　
都
会
か
ら
若
い
世
代
の
地

方
移
住
を
支
援
し
、
地
方
協
力

活
動
に
取
り
組
む
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
受
け
入
れ
る
考

え
は
。

企
画
課
長
　
今
後
は
受
け
入
れ

も
検
討
す
る
。

問
　
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
の
交
付
金
を
活
用
し
た
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長
　
販
売
価
格
1

万
円
に
25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を

付
け
た
商
品
券
を
1
万
セ
ッ
ト

販
売
。
5
0
0
円
券
綴
り
の
25

枚
で
1
セ
ッ
ト
。
27
年
7
月
1

日
か
ら
6
カ
月
間
を
計
画
。
大

型
店
で
も
一
部
使
用
の
予
定
で

あ
る
。

問
　
25
年
度
に
鬼
島
・
鹿
島
・

箱
原
地
区
の
有
志
で
中
部
区
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
り
、
農
産
物
の
生
産
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
活
性
化

組
合
を
組
織
し
発
展
す
る
場
合
、

町
と
し
て
支
援
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

企
画
課
長
　
三
筋
と
連
携
し
た

観
光
振
興
、
農
産
物
振
興
に
よ

る
活
性
化
は
必
要
で
あ
る
。
町

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の

導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
同
様
の
効

果
が
担
え
る
よ
う
に
努
め
る
。

小
林
有
紀
子
議
員

地方創生の取り組みは

全庁一丸となって取り組む全庁一丸となって取り組む

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は

各地で期待される協力隊

全国の地域おこし協力隊の状況
※総務省資料



秋
山
 
貢
議
員

問
　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
長
　
文
化
ホ
ー
ル
運

営
委
員
会
や
有
識
者
と
の
協
議

を
重
ね
、
最
も
効
果
的
な
管
理

運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　
文
化
ホ
ー
ル
は
、
町
民
が

芸
術
文
化
を
楽
し
み
、
理
解
を

深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養

す
る
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

末
永
く
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め

に
も
、
経
費
の
節
減
と
高
い
質

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
可

能
性
の
あ
る
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
向
け
、
早
急
に
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
何
が
一
番
効
果
的
な

の
か
を
、
1
年
か
け
て
判
断
し

て
い
く
。

問
　
今
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
合

同
庁
舎
整
備
事
業
が
、
図
書
館

と
の
合
築
と
い
う
形
で
な
ぜ
動

き
出
し
た
の
か
。

町
長
　
今
年
1
月
末
に
関
東
地

方
整
備
局
に
行
き
、
町
側
か
ら

国
の
合
同
庁
舎
と
図
書
館
機
能

を
合
築
す
る
構
想
を
提
案
し
た
。

国
も
そ
の
方
向
で
検
討
し
た
い

と
の
回
答
を
得
た
。

問
　
図
書
館
と
合
築
し
た
場
合
、

現
状
の
敷
地
で
間
に
合
う
の
か
。

町
長
　
図
書
館
は
平
日
で
も
開

館
し
て
い
る
が
、
主
に
使
う
の

は
土
日
に
子
ど
も
た
ち
が
多
い
。

国
の
行
政
機
関
は
休
日
で
あ
り
、

駐
車
場
は
十
分
活
用
で
き
る
。

広
い
駐
車
場
を
確
保
し
な
く
て
も
、

相
互
の
機
能
分
担
を
図
り
な
が
ら
、

有
効
に
敷
地
を
活
用
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
不
要
に
な
る
国
の
施
設
が

有
効
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
、

国
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

町
長
　
建
物
が
町
の
業
務
に
十

分
生
か
せ
ら
れ
る
の
か
、
国
か

ら
見
取
り
図
や
設
計
図
を
い
た

だ
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　
図
書
館
整
備
に
は
住
民
参

加
が
必
要
で
あ
る
。
住
民
の
意

見
を
聴
く
た
め
に
は
、
図
書
館

を
造
る
人
た
ち
の
思
想
や
提
案

が
最
初
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
住
民
参
加
は
成
り
立

つ
と
考
え
る
。
町
の
方
針
は
。

教
育
長
　
図
書
館
利
用
者
、
司
書
、

教
育
関
係
者
な
ど
に
、
図
書
館

に
詳
し
い
有
識
者
を
交
え
て
構

成
す
る
図
書
館
整
備
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
地
域
に
合
っ
た

特
色
あ
る
図
書
館
機
能
を
備
え

た
整
備
計
画
を
作
り
た
い
。

【
他
の
質
問
事
項
】

・
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
の
機

 
能
移
転

・
鰍
沢
プ
ー
ル
廃
止
後
の
団
体

 
利
用
者
の
受
け
入
れ
体
制

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

ますほ文化ホールは指定管理を

1年間かけて判断する1年間かけて判断する

合
同
庁
舎
整
備
と

図
書
館
の
合
築
計
画
は

町民に親しまれて23年が経過する
「ますほ文化ホール」



◆中巨摩地区広域事務組合

※富士川町負担金は昨年の1億362万円から9790万円と5.5％の減額となった。

　理由は組合債の減によるものである。今後、焼却施設延命化工事が27年度で終了し、その事業によ

　る組合債の償還が28年度から始まるため、来年度以降負担金が増額となることが予想される。

平成27年度中巨摩地区広域事務組合予算

3886万円

4085万円

△199万円

320万円

一般会計
948万円

888万円

60万円

85万円

地区公園事業
3305万円

2813万円

492万円

281万円

老人福祉事業
5495万円

4983万円

512万円

454万円

勤労青年センター事業
2億2629万円

2億3696万円

△1067万円

0

し尿処理事業
27億1276万円

36億5947万円

△9億4671万円

9791万円

合計
23億5013万円

32億9482万円

△9億4469万円

8651万円

ごみ処理事業

本年度
前年度
比較

本町負担金

年度 会計

◆三郡衛生組合

平成27年度三郡衛生組合負担金

310万円

280万円

786万円

158万円

118万円

1652万円

6728万円

5716万円

2億2082万円

4209万円

2798万円

4億1533万円

2050万円

1859万円

8143万円

4051万円

2680万円

1億8783万円

4368万円

3577万円

1億3153万円

0

0

2億1098万円

富士川町
市川三郷町
南アルプス市
中央市
昭和町
合　計

一般会計 合　計火葬場し尿処理場

◆峡南広域行政組合

平成27年度峡南広域行政組合負担金

合　計

富士川町
市川三郷町
早川町
身延町
南部町

広域ネット
運営費
負担金

一般分等
負担金

町村電算
システム
負担金

678万円

772万円

457万円

710万円

925万円

3542万円

3億3539万円

3億4086万円

7648万円

3億4112万円

2億3122万円

13億2507万円

4415万円

4758万円

3181万円

5113万円

4144万円

2億1611万円

〈
定
例
会
〉

　
2
月
26
日
、
第
1
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
お
よ
び
平
成

27
年
度
会
計
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

◆
補
正
後
の
予
算

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

・
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
費
用

　
（
材
料
費
、
経
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
9
億
4
4
8
3
万
円

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

・
病
院
事
業
資
本
的
収
入

　
（
企
業
債
、
県
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
億
4
3
5
6
万
円

・
病
院
事
業
資
本
的
支
出

　
（
医
療
機
器
、
医
療
施
設
設
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
6
8
8
3
万
円

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

企
業
団

ごみ処理風景

産科セミオープンシステム開始

・医業収益・事業収益

・医業外収益・事業外収益

・収益合計

・医業費用・事業費用

・医業外費用・事業外費用

・費用合計

・経常利益

44億4706万円

1億2879万円

45億7585万円

49億2548万円

4173万円

49億6721万円

△3億9136万円

◆平成27年度会計予算〈予定損益計算書〉



■
発
行
責
任
者
/齊
藤
正
行

■
発
行
/山
梨
県
富
士
川
町
議
会

■
編
集
/議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
4
0
0
-0
5
9
2
 山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
天
神
中
條
1
1
3
4

T
E
L
/0
5
5
6
-2
2
-1
1
1
1
 F
A
X
/0
5
5
6
-2
2
-3
1
7
7

問題1. 昨年度の新築住宅は何件
問題2. フジマナビクスの語源を3つ答えて下さい
問題3. 焼酎虎王丸に使われている芋の種類は

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中條1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成27年5月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

（１）ごみ袋は15リットル　（２）し尿処理事業は三郡衛生組合
（３）鰍沢中学校体育館で開催

前回の答え

　
議
会
が
改
選
さ
れ
早
い

も
の
で
、
1
年
が
経
ち
ま

し
た
。
広
報
委
員
会
も
新

人
議
員
が
4
人
入
り
、
慣

れ
な
い
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
、
先
輩
議
員
の
指
導

の
も
と
、
こ
の
1
年
無
我

夢
中
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
4
月
よ
り
2

年
目
と
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
議

会
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
、

ま
た
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
議
会

だ
よ
り
に
対
し
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
広
報
委
員
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
深
澤
公
雄
）

斉藤　欽也・川口　正満
深澤　公雄・小林有紀子

鮫田　洋平 堀内　春美

　“いっしょに汗を流しながら、楽しく、地域
の融和を！”を基本に活動を始めて、2年目と
なります。
　当会は、中部区の有志により発足したもので、
「遊休農地の活用」、「地区の活性化」、「事
業所との社会福祉活動」の3点を目的とし、現在、
町内外・県外の方も含め、60人の会員で活動し
ています。
　取り組みのきっかけとなったのは、平成25年
に南アルプスの方から、「箱原の遊休農地を活
用して、焼酎醸造用の芋を栽培したい」という
申し出があり、その遊休農地を紹介したことが
始まりです。その方々からノウハウを学び、いっ
しょに醸造用の芋“コガネセンガン”の栽培を
始めました。夏場の草取りには苦労しましたが、
秋には１トンの芋が収穫でき、佐久市の醸造会
社に依頼して、平成26年2月には、無事に焼酎
が完成しました。
　焼酎の名前は、ここ箱原には“虎王丸”の言
い伝えがあり、武田信玄の妹・禰々御料人と諏
訪頼重の子である“虎王丸”の墓（一石五輪塔）
が、箱原の本能寺にあることから、命名したも
のです。
　平成26年度も同様の活動を続け、去る2月22
日に『本格焼酎・虎王丸　完成お披露目会』を
盛大に開催したところです。
　平成27年度は、ほ場をさらに拡大し、コガネ
センガンに加え、他品種の芋も栽培予定で、地
域の特産品としての位置づけを目指しています。
　今後も、地域の活性化をみんなで、楽しく取

り組んでいくことをモットーに事業を展開します。
趣旨にご賛同いただける方は、町内外を問わず、
どなたでも会員になれます。私どもといっしょ
に取り組んでみませんか？そして、活動を通じて、
和気あいあいと交流し、芋が焼酎になる〝喜び
の美酒〟を味わっていただきたく思います。
　　　　　　代表　依田礼司（TEL 27－0351）

会員の声会員の声
　多くの会員が集まり、5月の植付けに始まり、草取り、
10月の収穫、そして春先の焼酎完成を待ちわびなが
ら活動しています。夏場の草取りは、早朝や夕方など
の涼しい時間帯を利用して、みんなで話をして楽し
みながら作業をしています。
　これから、もっと会員が増えて、交流の輪が広がり、
この地域が活性化することを期待しています。
　　　　　　　　　　　　　事業部長　依田秀彦

さ
ざ
ん
か

コガネセンガンの苗付けコガネセンガンの苗付け


